
１．視察先概要 

一．八戸キャニオンは露天掘りの石灰石鉱山で、正式名称は八戸石灰鉱山。 

二．採掘場の広さは東西１，０００ｍ、南北１，８００ｍ、現在の最深部は海抜       

マイナス１７０ｍに達し、日本一空が遠い場所としても有名。 

三．現在も採掘が行われており普段は採掘場内に立入りは不可で、鉱山展望台から  

その圧倒的なスケールを感じることができる。 

四．鉱山と八戸港の専用埠頭及び八戸セメント㈱を総延長約１０㎞の地下ベルト   

コンベアで結び、石灰石を輸送している。 

五．今回の視察では、普段立ち入ることが出来ない採掘場内（専用バスで海抜マイ  

ナス１７０ｍまで下ります）を見学する。 

 

 

２．スケジュール 

  8：30      問屋町会館集合・出発 

10：30～12：00  八戸キャニオン（概要説明・施設見学） 

12：30～13：30  昼食（八戸市内） 

  13：45～14：30  八戸総合卸センター（拡張工事完成状況見学） 

16：30      問屋町会館到着・解散   
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